
2月～3月の区議会定例会で、2024年度の予算が示されました。予算額は一般会計約 3230億円。練

馬区として新規・拡大事業で示しているものを例示します。 

かとうぎ桜子が質問した内容は、中面でご紹介していきます。 

【こども】 

・保育所で医療的ケアの必要な子を受け入れるための研修、医療機器対応の蓄電池を配備 

・区立幼稚園のあり方検討（2024年度・2025年度検討、2026年度計画策定） 

・ヤングケアラーコーディネーターの配置、教員向け研修の充実 

・学校給食費無償化を第 1子から実施 

【高齢者】 

・地域包括支援センター27か所に生活支援コーディネーターを配置 

・介護事業所と連携した認知症相談窓口の設置 

【障害】 

・三原台 2丁目に医療的ケアが必要な人の通いの場などの多機能型施設を誘致 

・重度訪問介護や同行援護等を利用している方（重度の障害のある人、視覚障害のある人）の通勤中・勤

務時間中の支援を行う就労支援事業の実施 

【ひとり親】 

ひとり親家庭の転宅費用助成、離婚前後親支援講座の実施 

【地域福祉】 

・権利擁護センターに終活相談窓口の設置   ・地域福祉コーディネーターの増員 

【健康】 

・男性を対象とする HPVワクチン接種助成  ・病院と連携した自殺未遂者支援 

【災害対策】 

・密集住宅地域の整備推進  ・感震ブレーカーの貸与 

【環境】 

・カーボンニュートラル化設置等補助金（太陽光発電設備の設置など）の予算増 

・友好都市である長野県上田市と連携したカーボンオフセット事業の検討 

【文化】 

・美術館・貫井図書館の全面リニューアルに向けた実施設計 

 

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区政レポート 

〒178-0063練馬区東大泉 3-1-18-102 
電話 03-3978-4154  FAX03-3978-4158 
ＨＰ http://www.sakurako-nerima.com/ 
メール sakurako_happy_society@yahoo.co.jp 

 

 

        

 

 

 

 

 

2024年 3月号 

（議会報告通号 Vol.160） 

 

 

 

かとうぎ桜子 

練馬区議会議員（無所属） 

 

メールマガジン

発行中！ 

 

【かとうぎ桜子プロフィール】 

1980年生まれ。現在、43歳です。２７歳から区議会議員になって、５期目です。 

●桐朋女子という、自由な校風の中学・高校を卒業しました。こどもの頃から猫が好きで、今も３匹の保護猫を飼ってい

ます。キジトラ、サバトラ、黒猫。 

●慶応義塾大学文学部では国文学を専攻していましたが、人間関係を調整する仕事に関心を持ち、大学４年（２００２

年）の夏休みにホームヘルパー2級の資格を取得しました。 

●もっと深く福祉のことを知りたいと、大学卒業後に夜間の上智社会福祉専門学校に入学し、昼間はヘルパーや福祉

関係の事務の仕事をしながら、２００５年に社会福祉士を取得。 

●社会福祉士取得後、NＰＯで介護の仕事をしたのですが、制度的な課題を感じ、介護保険など制度運用の改善と地

域で人の生活をささえるしくみを作りたいと、2007年の区議会議員選挙に初挑戦し、当選しました。 

●議員になってすぐ、区立保育園の民営化問題で当事者が置き去りとなって施策が進められていることに疑問を感じ、

立教大学大学院・21世紀社会デザイン研究科にて、民営化問題と市民参加について研究しました。 

●2012年、検診で子宮頸がんが見つかり治療。今は定期検診のみで、落ち着いていますが、 

この経験を機に、女性の健康や人権についてもっと取り組んでいきたいと考えました。 

●２０１４年、東日本大震災で被災した地域の応援の活動で知り合った夫と結婚。 

●2017年、手話検定 1級取得。 

●2018年、シェアハウスと地域の拠点「ウイズタイムハウス」を大泉学園町４丁目にオープン 

●2020年、介護福祉士を取得。 

●ヘルパーや相談員の仕事も続けています。現場の実践を政策に活かすとりくみを今後も続けていきます。 

介護が必要な人の紙おむつ支給の制度変更がありました。 
昨年夏の区政レポートで、介護が必要な人の紙おむつ支給の 

上限額が 8千円から 5千円へ引き下げられてしまったことを 

ご報告しました。 

紙おむつ支給事業は、「常時紙おむつ等を必要とする 

要介護高齢者の自宅へ紙おむつを配送する事業」。 

【2020年度まで】 

○対象者：年間所得 360万円以下の方 

○支給上限：8千円 

紙おむつの支給を 1割負担で利用できる。 

（つまり、8千円のおむつの支給を受けた場合、800円の支払い） 

○制度的位置づけ：介護保険の中の地域支援事業（国・都・区・第 1号被保険者の保険料が財源） 

 

地域支援事業は国費が入っているので、国は、地域支援事業で紙おむつ支給を実施している場合には終了

する方向で時限的なものとし、非課税世帯のみを対象とし、年額 6万円に収まるようにとする事務連絡を出

しました。（2020年 11月「任意事業における介護用品の支給に係る事業の取り扱いについて」） 

 

それを受けて練馬区でも 2021年度からは以下のように変更されました。 

【2021年度から】 

○対象者：非課税世帯 

○支給上限：月 5千円（年額 6万円） 

 

それが今回、新たな介護保険事業計画を策定するにあたり、再び対象者を広げました。 

【2023年度から】 

○対象者：介護保険料の第 8段階まで（年収約 450万円） 

○支給上限：6千円（年額 7万 2千円） 

○制度的位置づけ：介護保険の第 1号被保険者の保険料を財源とする「特別給付」 

年額で 7万２千円分あれば、9割の人がそれで足りると見込んでいるという説明でした。 

 対象と上限額が拡大されたことは望ましいことですが、これで本当に区が説明する通り、多くの方にとっ

て十分足りるといえるのかの検証は必要です。また、特別給付という形で実施するべきかという点では議論

が残ります。 

以前、紙おむつ事業のことを書い

た区政レポートはこちらからご覧

いただけます。 

 



す
。
住
ま
い
の
確
保
だ
け
で
は
な
く
、
き
め
細

か
な
「
生
き
づ
ら
さ
へ
の
支
援
」
を
制
度
的
に
位

置
づ
け
る
べ
き
で
、
区
と
し
て
国
や
都
に
も
そ

の
対
応
の
要
望
を
す
べ
き
で
す
。 

 ○
練
馬
区
で
は
今
後
、
若
年
女
性
の
居
場
所
づ
く

り
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
こ
で
心

理
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。 

 

○
練
馬
区
で
は
外
国
籍
の
女
性
の
相
談
に
つ
い

て
、
Ｄ
Ｖ
相
談
の
件
数
し
か
把
握
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
。
外
国
籍
の
女
性
が
、
生
き
づ
ら
さ

の
相
談
な
ど
も
で
き
る
機
会
の
確
保
と
、
分
か

り
や
す
い
周
知
を
す
べ
き
で
す
。 

 

○
現
在
、
区
内
の
女
性
自
立
支
援
施
設
の
入
所
者

の
う
ち
、
２０
代
が
５３
％
と
の
こ
と
。
若
い
世
代

が
よ
り
一
層
利
用
し
や
す
い
支
援
の
充
実
が
必

要
で
す
。 

 

○
都
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
相
談
を
受
け
る

女
性
相
談
支
援
員
（
従
来
の
婦
人
相
談
員
）

は
、
非
正
規
で
、
経
験
年
数
３
年
未
満
の
人
が

多
い
と
の
こ
と
。 

 

一
方
、
練
馬
区
で
は
区
内
４
福
祉
事
務
所
に
合

計
正
規
職
員
８
名
、
非
常
勤
（
会
計
年
度
任
用

職
員
）
８
名
が
い
て
、
平
均
の
経
験
年
数
は
正

規
６
年
、
非
常
勤
７．５
年
で
比
較
的
長
い
の
で

す
。
業
務
内
容
は
一
時
保
護
の
手
続
き
、
入
所

の
支
援
、
生
活
保
護
へ
の
つ
な
ぎ
、
住
ま
い
探

し
、
医
療
機
関
や
法
律
相
談
へ
の
同
行
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

長
く
経
験
の
あ
る
非
常
勤
職
員
の
常
勤
化 

な
ど
、
処
遇
改
善
を
進
め
る
べ
き
で
す
。 

 

 
 

                                                          

    

２
０
２
２
年
５
月
に
成
立
し
た
「
困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
、
今
年
の
４
月
に
施
行

さ
れ
ま
す
。 

 

Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
遭
っ
た
人
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
基
づ
い
た

支
援
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、 

・
過
去
の
性
暴
力
被
害
の
影
響
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

い
る 

・
親
・
兄
弟
か
ら
の
暴
力
や
不
和
な
ど
、
家
庭
環
境
に
課

題
が
あ
る 

・
今
は
Ｄ
Ｖ
の
状
態
か
ら
は
脱
し
た
が
、
依
然
体
調
不
良

な
ど
生
活
に
困
難
を
抱
え
て
い
る 

と
い
っ
た
よ
う
な
場
合
に
支
援
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
は
売
春
防
止
法
を
用
い
て
相
談

を
受
け
た
り
、
一
時
保
護
を
お
こ
な
う
と
い
っ
た
支
援
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
売
春
防
止
法
は
も
と
も
と
、
売
春
を
し

て
い
る
、
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
女
性
の
保
護
・
更
生
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
支
援
や
福
祉
の
視
点
が
不
足
し
て
い
ま

し
た
。
女
性
の
支
援
を
し
て
い
る
相
談
員
や
施
設
と
い
っ
た

支
援
現
場
か
ら
、「
女
性
の
支
援
」
の
視
点
に
立
っ
た
法
制
度

が
求
め
ら
れ
て
き
た
結
果
、
こ
の
法
律
が
で
き
ま
し
た
。 

  

２
０
２
３
年
３
月 

国
の
方
針 

 

２
０
２
４
年
２
月 

東
京
都
の
基
本
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
募
集 

と
、
国
・
都
の
施
策
は
動
い
て
い
ま
す
が
、
練
馬
区
は
男
女 

共
同
参
画
計
画
の
改
定
の
中
に
盛
り
込
む
予
定
で
、
２
０
２ 

５
年
３
月
ま
で
に
策
定
予
定
と
の
こ
と
で
す
。 

   

困
難
な
問
題
を
抱
え
た
女
性
へ
の
支
援
の
充
実
を 

２
０
２
４
年
４
月
に
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す 

今
ま
で
の
制
度
で
見
え
た
課
題
へ
の
対
策
を 

↑ 東京都困難な問題を抱える女性への支援のための施策の実施に関する

基本的な計画検討委員会 第１回 資料４より 

 

 

今
回
か
と
う
ぎ
か
ら
は
以
下
の
提
案
を
し
ま
し
た
。 

 

○
住
宅
地
が
中
心
で
あ
る
練
馬
区
で
は
、
繁
華
街
の
よ
う
に

若
い
人
が
街
中
で
過
ご
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
る
と
い
う

よ
り
は
、「
住
ま
い
は
あ
る
け
れ
ど
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て

孤
立
」
し
た
り
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、

今
の
住
ま
い
が
そ
の
人
の
体
調
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
（
例
え
ば
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
で
大
き
な
音
が
苦
手
だ
け
れ
ど

生
活
困
窮
し
て
い
る
た
め
音
漏
れ
の
し
や
す
い
ア
パ
ー
ト

に
入
居
し
て
い
る
、
な
ど
） 

 
し
か
し
、
今
現
在
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
、
今
「
居
所
な
し
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
、
と
い

う
場
合
に
は
、
一
時
保
護
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

利
用
で
き
て
い
な
い
な
ど
、
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
の
生
活
環
境
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
人
へ
の
柔
軟
で

積
極
的
な
支
援
を
実
施
す
べ
き
で
す
。 

 

○
生
活
の
場
の
確
保
の
方
法
と
し
て
、
都
の
計
画
に
は

「
女
性
自
立
支
援
施
設
（
従
来
の
婦
人
保
護
施
設
）、
母
子

生
活
支
援
施
設
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
、
厚
生
施
設
、
救
護

施
設
、
宿
所
提
供
施
設
、
無
料
低
額
宿
泊
所
、
障
害
者
支

援
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
当
面
の
住
ま
い
の
確
保
と
し
て
利
用

で
き
る
も
の
の
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
今
そ
の
人
が
抱
え

て
い
る
生
き
づ
ら
さ
や
ト
ラ
ウ
マ
の
ケ
ア
な
ど
を
専
門
的

に
お
こ
な
う
機
能
が
あ
る
と
こ
ろ
ば
か
り
で
は
な
い
の
で 

 

↑ 厚生労働省ホームページ内「女性支援新法の概要」より 


